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『図書館などで借りて本を読むことのよいところは、

つまらないと思ったら途中でやめることができるので、

たくさんの本に触れて、自分の｢好き｣が見付けられる

こと』という話を聞いたことがあります。確かに買っ

た本は、途中でつまらないと思っても、最後まで我慢

して読もうとします（それが続くと、本が嫌いになっ

てしまうときもありますね)｡

中休みや昼休みに子どもたちが本を借りにやってくる図書ラウンジには、子どもたちが借りた

本の数が分かる掲示物があります。今年度は、学年縦割りの色別ごとの冊数が分かるような掲示

です（左下写真）。数が分かる掲示は、形の違いはありますが、どこの学校にも掲示されていま

す。それに、本校の図書ラウンジには今年度から、どんなジャンルの本が借りられているかが分

かる掲示も加わりました（右下写真）。子どもたちに、「たくさん」に加えて、「いろんな」本に

触れてほしいとの思いからです。これまでの結果を見てみると、「文学」が約半分を占め、続い

て「自然科学」の本が多いようです。辞典や図鑑などの「調べるための本」はほとんど借りられ

ていませんでした。授業で「もっと調べたいな｣｢もっと知りたいな」と思うことを見つけ、自分

から調べに行く場所として、図書ラウンジを利用するのも楽しいと思います（「○○のことを調

べたいのですが、本はありますか」と、学校司書のＥさんに聞くと、本を紹介してくれるそうで

すよ）。

図書ラウンジには、その時期に合わせたテーマでいろんなジャンルの本を紹介してくれている

コーナーもあります（今は「お月見」がテーマです）。子どもたちには、図書ラウンジを利用し

て「たくさん」「いろんな」本を開いて、自分の「好き」を見付けてほしいと思っています（最

初はつまらなくても、途中から夢中になってしまう本もあります。ときには、根気強く読み続け

るのも、本の楽しみかもしれませんね）。

借りた本の数に併せて、雪に見立てた白いシ

ールが貼られていきます。

冬には、どの色別グループも立派なかまくら

が完成するといいですね。

いろんなジャンルに興味をもってもらえるよ

うに、先生たちも図書ラウンジの本を活用した

授業をこれまで以上に行っていきたいと思って

います。



学校生活ア･ラ･カ･ル･ト

先週お知らせした通り、コロナ感染予防のため今年度のプー

ル授業は中止とさせていただきましたが、その直前に６年生は

時間割を変更し、暑さを避けて最後のプール授業を行いました。

プールがある中学校や高校はあまりないことから、生涯最後の

プール授業かもしれません。６年生は、これから「小学校最後

の○○」が多くあります。一つ一つが思い出になるよう、各行

事に取り組んでいってほしいと思います。

給食センターからのお知らせにありましたように、防災の日

の９月１日(金)の給食は、ご飯とカレールーが入ったパックを

メインとした防災給食でした。子どもたちは、｢思っていたよ

りおいしい｣｢他にどんな防災食があるのかな」などの感想をも

ちながら食べていました。ご家庭でもお子さんに感想を聞いて

みてください。併せて、この機会に災害時の避難場所などにつ

いても確認していただけたらと思います。

夏休み明け初日、たくさんの子どもたちが「これ作ってきた

よ」と自慢げに夏休み中に作ってきた作品を見せてくれました。

先週一週間、各階のフロアにその作品を展示し、子どもたちで

見合いました。木工や手芸、自由研究など時間をかけて取り組

んだと思われる作品が多く、見応えがありました。先週末、市

の理科作品展に出品するものなどを除き、お家に持ち帰ったと

思います。是非、お子さんの頑張りを褒めてください。

８月２９日(火)、３年生が６月に苗植えをしたキャベツの収

穫作業を行うため、金沢地区の畑に出かけました。今年のキャ

ベツは、猛暑と雨不足のため、枯れてしまっていたり、手のひ

らサイズまでしか育っていなかったりするものが多く、子ども

たちは今年の夏の暑さをここでも実感したようです。子どもた

ちの外での活動も短時間で終え、金沢孔雀館内での活動をメイ

ンにしました。猛暑の影響をいろんなところで感じます。

京都フィルハーモニー室内合奏団による「芸術鑑賞会」は、コロナ感染予防のため、当初予定
していた９月４日(月)には行うことができないと判断しました。国の文化庁の事業のため、延期
は難しく中止にせざるを得ないと思っていましたが、合奏団の方が文化庁にお願いしてくださり、
特別に後日、来校してくれることになりました。有り難いことですね。合奏団の方々も子どもた
ちの歌に合わせ演奏するのを楽しみにしているそうです。時間を見つけて、「世界中のこどもた
ちが」の練習を続け、楽しい「芸術鑑賞会」にしていきたいと思っています。


